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こ
れ
ま
で
の
春
季
生
活
闘
争
や
総
合
労
働
協
約
改
訂
な
ど
、
私

た
ち
が
要
求
し
幾
重
の
交
渉
を
経
て
、
当
社
の
労
働
環
境
が
確
実

に
向
上
し
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け

「
賃
金
は
最
大
の
労
働
条
件
」
と
の
認
識
の
下
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ

Ｒ
西
労
組
は
、
他
産
別
が
賃
上
げ
要
求
を
断
念
す
る
中
で
も
、
継

続
的
に
統
一
ベ
ア
要
求
を
提
出
し
、
公
正
な
分
配
を
求
め
て
交
渉

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
春
季
生
活
闘
争
時
の
冒
頭
に
要
求
し
、

毎
年
確
認
を
し
て
き
た
定
期
昇
給
の
実
施
は
非
常
に
大
き
な
意
味

を
持
ち
、
私
た
ち
の
賃
金
は
社
会
的
に
み
て
も
一
定
水
準
に
ま
で

高
め
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
2
0
1
9
春
季
生
活
闘
争
を

向
か
え
る
に
あ
た
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
や
主
た
る
労
働
運
動

と
し
て
の
春
季
生
活
闘
争
の
意
義
を
再
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
を
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
2
0
1
8
年
度
上
半
期

の
鉄
道
運
輸
収
入
で
は
、
大
阪
北
部
地
震
や
西
日
本
豪
雨
、
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
か
ら
、
対
前
年
99
・

6
%
（
△
19
億
円
）
の
4,
3
1
7
億
円
で
減
収
と
な
り
ま
し
た

が
、
運
輸
収
入
以
外
の
各
セ
グ
メ
ン
ト
が
堅
調
に
推
移
し
、
連
結

で
は
2
期
連
続
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
純
利
益
に
つ
い

て
は
7
月
の
西
日
本
豪
雨
の
復
旧
費
用
と
し
て
2
1
5
億
円
を
特

別
損
失
に
計
上
し
た
こ
と
か
ら
2
期
ぶ
り
の
減
益
と
な
り
ま
し

た
。
2
0
1
8
年
7
月
31
日
発
表
の
通
期
業
績
予
想
（
営
業
収

益
・
当
期
純
利
益
）
を
災
害
の
影
響
を
織
り
込
み
連
結
、
単
体
と

も
に
下
方
修
正
し
ま
し
た
が
、
下
期
に
つ
い
て
は
前
回
予
想
を
据

え
置
き
ま
し
た
。
年
末
年
始
輸
送
に
つ
い
て
は
対
前
年
を
上
回
る

好
調
な
ご
利
用
状
況
で
し
た
。

　

今
日
の
好
調
な
経
営
状
況
は
、
ま
さ
に
組
合
員
一
人
一
人
が
安

全
を
は
じ
め
と
す
る
取
り
組
み
や
、
各
々
の
業
務
に
対
し
て
弛
ま

ぬ
努
力
を
継
続
し
、
自
身
の
役
割
を
確
実
に
果
た
し
て
い
る
結
果

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
連
合
の
一
翼
を
担
い
、
「
賃
金
は
最
大
の
労

働
条
件
」
「
黒
字
で
あ
る
以
上
は
公
正
な
成
果
配
分
を
求
め
る
」

と
の
基
本
認
識
に
立
ち
、
他
の
産
別
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
要
求
を
断

念
す
る
中
で
も
、
統
一
ベ
ア
要
求
を
設
定
し
、
今
日
ま
で
春
季
生

活
闘
争
を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は

変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

近
年
の
連
合
春
季
生
活
闘
争
を
リ
ー
ド
す
る
外
需
主
導
の
製
造

業
等
の
好
業
績
を
背
景
に
、
連
合
全
体
と
し
て
は
5
年
連
続
し
て

ベ
ア
を
中
心
と
す
る
賃
金
の
引
き
上
げ
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
個

人
消
費
を
け
ん
引
す
る
ま
で
の
水
準
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
引
き

続
き
月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
る
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
、
デ
フ

レ
状
況
に
再
度
落
ち
込
み
か
ね
ま
せ
ん
。
労
働
者
が
好
景
気
を
実

感
し
個
人
の
消
費
が
拡
大
す
る
こ
と
で
経
済
の
好
循
環
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
私
た
ち
の
働
く
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
置
か
れ
る

環
境
、
経
営
の
状
況
や
特
性
を
認
識
し
た
う
え
で
、
社
会
的
責
任

を
果
た
す
べ
く
、
昨
年
ま
で
の
5
年
連
続
ベ
ア
の
流
れ
を
継
続
・

発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

年
間
臨
給
に
つ
い
て
は
、2
0
1
8
年
春
季
生
活
闘
争
に
お
い

て
、
中
期
経
営
計
画
2
0
1
7
の
最
終
年
度
に
お
け
る
、
主
要
財

務
指
標
等
の
目
標
値
達
成
見
込
み
の
成
果
を
組
み
込
ん
だ
形
で
、

年
間
臨
給
5
・
6
6
箇
月
（
5
・
4
8
箇
月
＋
0
・
1
8
箇
月
）

の
成
果
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
2
0
1
9
春
闘
の
年

間
臨
給
の
議
論
に
お
い
て
は
、
災
害
の
影
響
に
よ
る
減
収
や
復
旧

　

今
春
季
生
活
闘
争
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
に
つ
い
て
は
、
賃
金

の
伸
び
悩
み
な
ど
、
懸
念
す
べ
き
点
も
あ
る
と
し
な
が
ら
も

2
0
1
9
年
度
は
、
緩
や
か
に
拡
大
を
続
け
て
い
く
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
J
R
各
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
阪
北

部
地
震
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
、
台
風
の
連
続
接
近
・
上
陸
な
ど

相
次
ぐ
自
然
災
害
に
よ
り
、
多
く
の
路
線
で
甚
大
な
被
害
・
影
響

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
年
末
・
年
始（
12
／
28
〜
1
／
6
）の
ご
利

用
状
況
に
お
い
て
は
、
曜
日
配
列
や
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
輸
送
人
員
が
9
年
連
続
で
前
年
を
上

回
り
足
下
で
は
堅
調
な
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
の
好
循
環
の
実
現
を
は
か
る
た
め
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
６

割
を
占
め
る
個
人
消
費
の
拡
大
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
私
た
ち
労
働
者
が
積
極
的
に
消
費
で
き
る
環
境
を
創
り
出
す

こ
と
に
よ
り
力
強
い
内
需
を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今

後
も
月
例
賃
金
を
は
じ
め
と
し
た
諸
労
働
条
件
の
さ
ら
な
る
向
上

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

2
0
1
9
春
季
生
活
闘
争
に
お
い
て
も
、
2
0
1
8
春
季
生
活

闘
争
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
軸
と
す

る
月
例
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
闘
い
を
継
続
的
に
展
開
す
る
と

と
も
に
、
相
次
ぐ
災
害
に
よ
る
減
収
や
復
旧
経
費
の
負
担
な
ど
の

影
響
か
ら
厳
し
い
議
論
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
足
元
の
収
入

動
向
は
堅
調
で
あ
り
、
日
々
の
業
務
や
災
害
対
応
に
奮
闘
い
た
だ

い
て
い
る
組
合
員
へ
の
労
苦
に
応
え
る
た
め
に
取
り
組
み
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
賃
上
げ（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）に
つ

い
て
は
、単
年
度
の
一
時
的
な
要
因
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
中

期
的
視
点
に
立
っ
て
中
期
経
営
計
画
2
0
2
2
の
5
箇
年
を
見
据

え
て
組
合
員
・
家
族
へ
の
公
正
か
つ
安
定
し
た
分
配
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ブ
ラ
ン
ド
は
全
て
の
グ

ル
ー
プ
会
社
の
総
力
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、グ
ル
ー
プ

会
社
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
ま

す
。日
本
が
直
面
す
る
超
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

と
い
う
社
会
的
な
構
造
問
題
は
、す
で
に
労
働
力
不

足
と
い
う
形
で
顕
在
化
し
て
お
り
、J
R
西
日
本
グ

ル
ー
プ
の
総
合
力
の
維
持
向
上
の
た
め
に
は
、
グ

ル
ー
プ
会
社
に
お
い
て
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、

定
着
で
き
る
環
境
整
備
が
必
須
で
あ
り
、
賃
金
を

は
じ
め
と
す
る
労
働
環
境
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組

み
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

昨
年
ま
で
の
成
果
・
課
題
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
各

社
に
比
較
し
て
低
位
に
置
か
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

会
社
で
働
く
仲
間
の
諸
労
働
条
件
向
上
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
の
取
り
組
み
強
化
を
図
り
、「
底
上
げ
・

底
支
え
」「
格
差
是
正
」の
実
現
を
全
面
に
押
し
出

し
た
闘
い
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
で
は
、
２
０
１
８
春

季
生
活
闘
争
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
各

社
は
も
と
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
会
社
や
協
力
会
社
等

で
働
く
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の「
底
上
げ・底
支
え
」「
格
差

是
正
」の
実
現
を
全
面
に
押
し
出
し
た
闘
い
を
、加
盟
全
単
組
が
一

丸
と
な
っ
て
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

２７，７２０人
４０．５歳
１９．７年

２８８，７４７円
１８，０９７円
７，６２０円

【具体的な要求内容】⑥非正規労働者に関する要求
　（雇用形態間格差の是正）　

1）時給の引き上げ
ⅰ）時給については、「誰もが時給
1,000円」の実現をめざします。

ⅱ）正社員との均等待遇の観点から、
昇給ルールの導入・明確化の取り
組みを強化します。昇給ルールが
確立されている場合は、その昇給分
を確保したうえで、「働きの価値に見
合った水準」を追求します。

ⅲ）時給引き上げについては、正社員
との均等待遇の観点から、40円
を目安に求めます。

ⅳ）「都道府県別リビングウェイジ」を
上回る水準をめざします。

2）月給の引き上げ
月給制の非正規労働者の賃金につい
ては、正社員との均等待遇の観点か
ら改善を求めます。

1）定期昇給は労使間で協定化されている
ことから、年度初における完全実施（賃
金カーブ維持相当分）を求めます。

2）ＪＲ各単組は月例賃金総額６，０００円以
上の引き上げを求めます。

3）そのうち３，０００円について純ベア統
一要求を行います。

4）純ベア統一要求以外の賃金引き上げ要
求については、総合生活改善や格差（雇
用形態間、男女間等）是正の観点にたっ
て各単組において判断することとしま
す。なお、その際、各単組はワーク・ライ
フ・バランスの実現に資する要求項目
を盛り込むこととします（例：長時間労
働抑制のための超過勤務手当単価の引
き上げや少子化対策としての扶養手当
増額等）。

5）要求方式は、平均賃金引き上げ方式と
個別賃金引き上げ方式の併用とします。

①要求方式は、平均賃上げ方式、純ベア要求とする。
　 ＜2018年4月1日諸元概算＞（昇給前）
　 ○ 社員数
　 ○ 平均年齢
　 ○ 平均勤続
　 ○ 平均の基本給、エリア手当及び扶養手当の合計額（一般社員、昇給前）
　　  ３１８，２１０円
　 〔内　訳〕
　 ・ 基本給
　 ・ エリア手当
　 ・ 扶養手当
②基準昇給額表に基づく基準昇給の完全実施を確認する。
③ＪＲ連合統一要求に則り3,000円のベースアップを求める。
　（シニア・シニアリーダー社員も含む）
④５５歳以降の基本給調整率の廃止を求める。
⑤エリア手当について
  1） 金沢、福知山、米子支社を3/100へ改定するよう求める。
  2） 本所とその所属の勤務地でエリア手当が下がる場合、高い方を適用するよう求める。
⑥扶養手当の移行措置について改善を求める。
⑦割増賃金の単価についてC及びD単価を50/100、B及びE単価を150/100、F単価を200/100へ改定を求める。
※③～⑦のベア、手当、割増賃金の引き上げ要求を含めて、月例賃金総額の6,000円以上の引き上げを求める。
⑧年間臨給 5.7箇月（夏季 2.85箇月、年末 2.85箇月）の支払いを求める。
※昨年度の実績　5.48箇月＋0.18箇月（中計最終年度の主要財務目標の達成見込み）＝5.66箇月
⑨シニア・シニアリーダー社員の精励手当及び満了給付金の増額を求める。
⑩契約社員の時給については「誰もが時給1,000円」とし、40円の賃金引き上げと精勤手当について増額を求める。
⑪両バス地本・宮島フェリー支部・ＪＲ広島病院支部は上記要求内容を基本に検討し本部と連携して対応する。
⑫サービスネット各社の出向先基準での出向者は当該組合と連携を深め取り組む。

【春闘に対する具体的方針】
（1）要求の基本的な考え方

２

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み３

Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
方
針

１
．連
合「
2
0
1
9
春
季
生
活
闘
争
方
針
」

２
．Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
の

　

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
の

　

基
本
的
な
考
え
方


